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C O N T E N T S

私
は
8
月
19
日
か
ら
9
月
1
日
ま
で
の
約
2
週

間
、
国
際
学
部
海
外
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
、

カ
レ
ー
の
炊
き

出
し
、
貧
困
世

帯
へ
の
訪
問
と

寄
付
、
イ
ン
タ

ー
ン
生
と
し
て

小
学
校
で
の
英
語
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

私
は
高
校
生
の
と
き
に
国
際
協
力
に
興
味
を
持

ち
、
途
上
国
の
貧
困
の
現
状
を
自
身
の
目
で
見
て

肌
で
感
じ
た
い
気
持
ち
が
あ
り
、
今
回
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

ど
の
活
動
に
も
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
小

学
校
で
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
た
時
間
は
特
に
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
小
学
校
に
着
く
と
、
子
ど
も
た

ち
は
目
を
き
ら
き
ら
さ
せ
て
、
「
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
」
を
も
じ
っ
た
「
チ
ャ
ー
！
」
と
言
い
な
が
ら

駆
け
寄
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
は
ご
み
を
ご
み
箱
に
捨
て
る
と

い
う
考
え
が
根
付
い
て
い
な
い
た
め
、
私
は
学
校

に
来
た
ら
ま
ず
校
庭
の
ご
み
を
拾
う
作
業
か
ら
始

め
ま
し
た
。
ご
み
袋
を
持
っ
て
校
庭
を
歩
い
て
い

る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
ご
み
を
拾
っ
て
持
っ
て
き

て
、
気
づ
い
た
ら
十
数
人
で
ご
み
拾
い
を
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
思
い
返
し
て
も
、
本

当
に
か
け
が
え
の
な
い
時
間
で
し
た
。

英
語
の
授
業
で
は
、

簡
単
な
英
語
と
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
公
用
語
で
あ
る

ク
メ
ー
ル
語
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
授
業
案
を
作

り
ま
し
た
。
念
入
り
に
授
業
の
打
ち
合
せ
を
し
て

も
、
子
ど
も
た
ち
が
家
の
手
伝
い
や
き
ょ
う
だ
い

の
世
話
な
ど
で
学
校
に
来
る
こ
と
が
で
き
ず
、
人

数
が
集
ま
ら
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
現
地

で
の
生
活
体
験
を
通
し
て
、
幸
せ
と
は
な
に
か
、

現
地
の
人
た
ち
が
必
要
と
し
て
い
る
支
援
と
は
な

に
か
を
考
え
る
機
会
を
、
幾
度
と
な
く
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
人
生
の
財
産
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
経
験
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
秋
か
ら
半
年
間
、
台
湾
の
銘
伝
大
学
よ
り
１

名
の
交
換
留
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。
留
学
生
の
チ

ョ
ウ
さ
ん
に
新
潟
で
の
勉
学
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
な
ど
、
留
学
中
の
感
想
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
銘
伝
大
学
は
台
北
を
は
じ
め
、
台
湾
国
内
に

4
つ
と
ア
メ

リ
カ
に
1
つ

の
キ
ャ
ン
パ

ス
を
も
ち
、１
８
，０
０
０
人
近
く
の
学
生
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。
本
学
と
は
２
０
１
８
年
度
に
交
換

留
学
協
定
を
締
結
し
て
以
来
、
交
換
留
学
生
の
派

遣
・
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
、
新
し
い
環
境
で
一
人
で
生
活
す

る
の
は
挑
戦
で
す
。
誰
も
知
ら
な
い
状
況
で
、
日

本
で
生
活
す
る
こ
と
が
不
安
で
、
緊
張
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
新
鮮
感
も
感
じ
ら
れ

ま
す
。
新
潟
に
留
学
す
る
理
由
は
冬
の
雪
景
色
に

憧
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

雪
を
見
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
ず
っ
と
雪
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ

に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
生

活
は
ま
だ
1
カ
月
も
た
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
学

の
み
ん
な
が
と
て
も
親
切
で
、
私
に
日
本
語
を
勉

強
し
続
け
る
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
み
ん
な
と
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

本
学
の
Ａ
Ｉ
利
活
用

の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
リ
テ
ラ
シ
ー
レ

ベ
ル
」
「
応
用
基
礎
レ

ベ
ル
」
が
、
政

府
の
戦
略
目
標

に
沿
っ
た
令
和

6
年
度
文
部
科

学
省
「
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム

認
定
制
度
（
Ｍ

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
」

に
お
い
て
、
リ

テ
ラ
シ
ー
レ
ベ

ル
と
応
用
基
礎

レ
ベ
ル
の
両
方

で
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

本
学
「
リ
テ

ラ
シ
ー
レ
ベ

ル
」
で
は
国
際

学
部
の
学
生
と
経
営
情

報
学
部
の
全
学
生
が
Ａ

Ｉ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
教
養
と
活
用
ス
キ

ル
を
修
得
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
「
応
用
基

礎
レ
ベ
ル
」
で

は
経
営
情
報
学

部
生
が
デ
ー
タ

分
析
や
Ａ
Ｉ
技

術
の
応
用
ス
キ

ル
を
さ
ら
に
深

化
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
ま

す
。本

学
は
こ
の

認
定
を
通
じ

て
、
日
本
の
近

未
来
に
お
け
る

超
ス
マ
ー
ト
社

会
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
5
．0
）

に
求
め
ら
れ
る

数
理
・
情
報
学

的
思
考
力
と
倫

理
的
視
点
を
持
っ
た
Ａ

Ｉ
活
用
能
力
を
教
養
知

識
と
し
て
持
つ
„
教
育

さ
れ
た
“
人
材
を
輩
出

し
、
社
会
に
大
き
く
貢

献
し
ま
す
。
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
修
了
者
は
文

部
科
学
大
臣
認
定
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
修
了
証
明
を

得
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

め
い 

で
ん

雪
景
色
に
あ
こ
が
れ
新
潟
へ

（左） 留学生の学生生活をサポートする留学生アドバイザーの
国際文化学科 3年 石黒 彩乃さん

（右） 留学生のチョウ　サイケンさん

（
国
際
文
化
学
科 

4
年
　
石
田 

聖
葵
）

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

　   

教
授
　
近
山 

英
輔
）

文科省の「MDASH」認定決まる
応用スキルのさらなる深化目指す

Ａ
Ｉ
利
活
用
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

カンボジアの生徒に英語の授業を行う
石田聖葵さん

「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」と
迎
え
て
く
れ
た
こ
ど
も
た
ち

小
学
校
で
英
語
授
業
を
体
験

❖
　
❖
　
❖
　
❖
　
❖
　
❖
　
❖
　
❖

交
換
留
学
生
の
ひ
と
言
銘
伝
大
学（
台
湾
）　
張
　
采
萱
さ
ん

チ
ョ
ウ　

     

サ
イ  

ケ
ン

海
外
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動

2面
学外実習・インターンシップ
新潟県高校生英語スピーチコンテスト

2・3面
教員の活動

3面
在外研修報告
表彰奨学金授与式
独自奨学金の申し込み終了

4面
海外実習プログラム
　　カンボジアでボランティア活動
交換留学生のひと言

AI利活用教育プログラム
　　文科省の「MDASH」
　　　　認定決まる

　個性の違う一人一人が楽しみ、輝く日に
しようという意から「燦燦(さんさん)」を
テーマに実施しました。今回は模擬店が昨
年より大幅に増加したほか、芸能人のお笑
いライブや講演会にも多くの方にご参加い
ただきました。来場者数は昨年のおよそ1.5
倍の2300名となり、にぎやかな雰囲気の
中で無事に大学祭を終えることができまし
た。大学祭を成功に導いた経験を、今後の
学生生活に生かしていきたいと思います。

第31回 　　紅翔祭 10月5・6日　

紅翔祭実行委員長
情報システム学科 3年　中山 永遠

2024
紅翔祭

文化講演会

屋内イベント

体育館ステージ ビンゴ大会

屋外ステージ
模擬店

◆今号から、より多くの人が見やすく、読みやすくなるように、ユニバーサルデザインフォントを使用しています。
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 １）研究論文・図書
井堂　有子（国際文化学科・教授）
・（2024年6月）「『人間の安全保障』としての食糧問題――ウクライナ戦争と中東・アフリカ、
そしてガザの飢餓戦争」『季刊　農業と経済』2024年春号 英明企画編集株式会社（48～57頁）

木村　誠（経営学科・教授）
・（2024年9月）"Feature balance of scale and scope of data in AI platform firms" International 
System Dynamics Conference 2024 Proceedings, System Dynamics Society（1-28）

佐々木　桐子（経営学科・准教授）
・（2024年8月）"Risks of Supply Chain Disruption and Market Concentration: Constructing 
Conceptual Models of Transaction Structures in Supply Chain Networks" Methods and 
Applications for Modeling and Simulation of Complex Systems, Springer（285-298）

堀川　祐里（国際文化学科・准教授）
・（2024年3月）「社会民衆婦人同盟の分裂と女性指導者：赤松明子と赤松常子に注目して」法政
大学大原社会問題研究所/榎一江編著/法政大学大原社会問題研究所叢書『無産政党の命運 : 日
本の社会民主主義』法政大学出版局（109～140頁）

・（2024年3月）第18回女性史学賞授賞式「生理休暇にこだわった女子学生が戦時期日本の働く女
たちに出会う」『アジア・ジェンダー文化学研究』8号（59～69頁）

・（2024年8月）「戦時期における女性労働：女性たちの労務動員に対する態度の多様性」（招待
あり）『日本労働研究雑誌』独立行政法人労働政策研究・研修機構 770号（17～26頁）

 ２）学会・研究会・講演等
今井　裕紀（経営学科・講師）
・（2024年9月1日）「アンダーエンプロイメントと職務満足、離職意図、キャリア・コミットメン
トとの関係：ランダム切片交差遅延パネルモデルによる検証」産業・組織心理学会第39回大会

（文教大学・オンライン）
内田　亨（経営学科・教授）
・（2024年8月31日）「水産養殖事業によるサーモン市場の進展」日本システムデザイン学会第５
回研究大会（香川大学・オンライン）

・（2024年9月21日）Caroline Benton, Toru Uchida "A Preliminary Study of Emotional Contagion 
under Telework in Japan" 国際戦略経営研究学会2024年度年次大会（桜美林大学）

・（2024年9月21日）Remy Magnier-Watanabe, Toru Uchida "Antecedents of Emotional 
Contagion at Work in France" 国際戦略経営研究学会2024年度年次大会（桜美林大学）

木村　誠（経営学科・教授）
・（2024年8月26日）「SINDyアプローチによるデータ駆動型微分方程式の構造推定と同定」JSD
カンファレンス2024（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）

・（2024年8月26日）「プラットフォーム競争の動的分析によるマルチホーミング率回帰推定」
JSDカンファレンス2024（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）

小林　伊織（国際文化学科・准教授）
・（2024年6月30日）"Global and/or Local: Taiwan's Journey Towards a Bilingual Nation" 日本
「アジア英語」学会第53回全国大会（金沢星稜大学）

小宮山　智志（経営学科・准教授）
・（2024年8月30日・31日）「コロナ禍前後における健康に関する検索　行動の都道府県別分析」
数理社会学会（東北大学）

佐々木　桐子（経営学科・准教授）
・（2024年8月23日）「離散系シミュレーションの交通課題解決への適用」日本経営システム学会
　経営ネットワーク研究部会（東北大学）

・（2024年9月17日～20日）"Risks of Supply Chain Disruption and Market Concentration: 
Constructing Conceptual Models of Transaction Structures in Supply Chain Networks" JSST 
2024 and AsiaSim 2024（兵庫県立大学）

教員の活動（本人申告による）
佐藤　泰子（国際文化学科・講師）
・（2024年3月18日）「言語学と観光学における実践」弥彦村教育委員会 令和5年度 第4回小中英語
指導連携会議（弥彦村役場）

・（2024年8月22日）"Boosting EFL Speaking Confidence and Proficiency with ChatGPT: 
Japanese  vs. Korean learners" Sato, Y., Kudaibergenov, M., & Konta, I. The 22nd International 
Conference for Media in Education (ICoME 2024), Meiji University, Nakano Campus. 

・（2024年8月23日）"Kyrgyzstan Unveiled:Perspectives, Peace, and Pathways to Understanding" 
Kudaibergenov, M., & Sato, Y.  The 22nd International Conference for Media in Education 
(ICoME 2024), Meiji University, Nakano Campus.　　　　　　　
鈴木　佑也（国際文化学科・准教授）
・（2024年6月28日）"Collective Living Projects in the Soviet Era: 'Kritovo' and the Architectural 
Group NER's Innovations in Architectural Form Mid- to Late-1960s" ICEESS 2024（ソウル・漢
陽大学）
近山　英輔（情報システム学科・教授）
・（2024年9月10日・11日）"Prototype of Point cloud-Captioning Model for Jomon Pottery" 
ESTCON 2024（ICSC 2024）Kota Kinabalu, Malaysia
藤瀬　武彦（経営学科・教授）
・（2024年8月31日）「一般男女大学生におけるフリーウエイト運動の1RM相対重量での最高反復
回数の性差及び種目差－ベンチプレス及びパラレルスクワットについて－」日本体育・スポー
ツ・健康学会第74回大会（福岡大学）
堀川　祐里（国際文化学科・准教授）
・（2024年8月9日）"Women Workers' Health Rights" The IFRWH（The International Federation 
for Research in Women's History）Tsuda University, Tokyo
山田　裕史（国際文化学科・教授）
・（2024年6月22日）「フン・セン体制下のカンボジアにおける政軍関係」日本比較政治学会第27

回大会（立命館大学）
・（2024年7月13日）「強化されるフン・セン体制――2023年カンボジア総選挙と世襲内閣の誕
生」第18回日本カンボジア研究会（名古屋大学・オンライン）

・（2024年8月23日）「カンボジア――民主主義を装う独裁」2024年度「にいがた市民大学」前期
講座「なぜ独裁体制は続くのか？」第4回（生涯学習センター・クロスパルにいがた）

 ３）競争的資金獲得研究
小宮山　智志（経営学科・准教授）
・（2024年8月より新規～2024年9月）新潟市湿地プロジェクト補助金（令和6年度前期分）「ビッ
グデータを用いた「佐潟」における取り組みの効果測定」研究代表

 ４）委員・社会的活動・記事・その他
小宮山　智志（経営学科・准教授）
・（2024年7月31日より新規～2026年3月31日）新潟市総合計画2030有識者会議（都市の活力向上部
会）部会長（新潟市役所）

・（2024年7月29日より新規～2024年12月31日）新・新潟市教育ビジョン策定に関する有識者会議
委員（新潟市ふるまち庁舎）

藤瀬　武彦（経営学科・教授）
・（2024年8月12日～14日）第46回北日本学生陸上競技対校選手権大会副会長（石川県西部緑地公園
陸上競技場）

藤本　直生（国際文化学科・准教授）
・（2024年8月23日）【身近にあるアンコンシャスバイアスを知る】3回連続講座の第2回目を担当
「ドラマや映画からみえる社会」（新潟市豊栄地区公民館）

私
は
8
月
26
日
か
ら
9
月
6
日

ま
で
の
2
週
間
、
株
式
会
社
新
潟

放
送
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
ま
し
た
。
新
潟
放
送
で

は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
コ
ン
テ
ン
ツ
部

を
は
じ
め
、
報
道
部
や
事
業
部
な

ど
、
10
日
間
で
7
つ
の
部
署
に
実

習
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

通
じ
て
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、

「
組
織
プ
レ

イ
」
の
重
要
性

で
す
。
最
初
に

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
は
、

「
誰
と
で
も
協
力
す
る
」
と
い
う

意
味
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

在
外
研
修
を
行
っ
た
仙
台
市

で
は
、
２
０
２
３
年
10
月
か
ら

客
員
研
究
員
を
し
て
い
る
東
北

工
業
大
学
の
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
‐
Ｂ
ｅ

ｉ
ｎ
ｇ
研
究
所
と
、
同
年
4
月

か
ら
在
籍
し
て
い
る
東
北
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
の
2
拠
点

で
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

研
究
の
内
容
は
、
身
近
に
存

在
す
る
滞
留
や
渋
滞
、
ま
た
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

途
絶
リ

ス
ク
に

対
し
、
現
象
を
構
造

化
（
モ
デ
ル
化
）
し

て
実
験
を
行
い
、
影

か
し
、
実
習

を
重
ね
る
中

で
、
こ
の
言
葉
が
単
な
る
共
同
作

業
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
各
部

署
や
社
員
の
仕
事
内
容
が
異
な
っ

て
い
て
も
、
企
業
全
体
と
し
て
共

通
の
目
的
を
持
つ
こ
と
が
「
組
織

プ
レ
イ
」
の
本
質
で
あ
る
と
気
づ

き
ま
し
た
。
新
潟
放
送
で
は
、
部

署
ご
と
に
仕
事
内
容
が
大
き
く
異

な
る
た
め
、
こ
の
意
識
が
特
に
重

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
普
段
何
気
な
く
触
れ
て

い
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
多
く
の

人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
現
場
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

響
の
広
が
り
に
つ

い
て
検
証
を
行
う

と
い
う
も
の
で
す

（
こ
の
研
究
成
果
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
国
際
大

会
で
発
表
し
ま
し
た
）
。

実
は
、
研
究
と
並
行
し
て
大

学
院
の
授
業
を
履
修
し
、
若
い

院
生
達
に
交
じ
っ
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
発
表
や
レ
ポ
ー
ト
を

必
死
に
こ
な
す
（
8
科
目
14
単

位
修
得
！
）
と
い
う
荒
行
も
し

て
い
ま
し
た
。

嫌
な
汗
も
恥
も
た
く
さ
ん
か

き
ま
し
た
が（
こ
の
歳
で
か
く

の
は
、な
か
な
か
つ
ら
い
！
）、

在
外
研
修
が
終
わ
っ
た
今
、
1

た
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
得
た
経
験
や

学
び
は
、
就
職
活
動
に
限

ら
ず
、
様
々
な
場
面
で
生
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
前
の
私
に
は
な
か
っ
た
研
究

と
人
の
「
広
が
り
と
深
化
」
を

感
じ
て
い
ま
す
。 

青
葉
山
の
中
の
広
大
な
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
も
が
き
苦
し
み
な

が
ら
も
思
う
存
分

研
究
で
き
た
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

本
学
主
催
の
「
新
潟
県
高
校
生
英

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
10
月

5
日
、
本
校
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス

で
紅
翔
祭
と
同
時
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
英
語
を
学
ぶ
若
者
が
世

界
の
異
文
化
や
諸
問
題
へ
の

関
心
を
高
め
、
英
語
学
習
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「M

y 
dream

 in life

」
。
県
内

の
高
校
3
校
か
ら
5
名
が
参

加
。テ

ー
マ
の
適
切
さ
、
発

音
、
表
情
、
質
問
の
理
解
度

な
ど
を
総
合
的
に
審
査
し
た

結
果
、
最
優
秀
賞
に
開
志
国

際
高
3
年
張
展
寧
さ
ん
、
優

秀
賞
に
同
高
2
年
伊
藤
愛
梨

さ
ん
、
北
越
高
3
年
八
幡
望

さ
ん
、
審
査
員
特
別
賞
に
第

一
学
院
高
2
年
高
橋
楓
さ
ん
、
開
志

国
際
高
2
年
楊
宗
澤
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

令
和
6
年
度
表
彰
奨
学
金
授
与
式
が
7

月
2
日
に
開
催
さ
れ
、
越
智
敏
夫
学
長
よ

り
奨
学
金
授
与
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
奨
学
金
は
、
学
業
成
績
優
秀
者

〔
前
年
度
の
学
業
成
績
が
各
学
年
・
各
学

科
に
お
い
て
特
に
優
秀
で
あ
る
者
〕
お
よ

び
課
外
活
動
功
労
者
〔
前
年
度
の
課
外
活

動
状
況
に
お
い
て
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た

者
（
個
人
、
団
体
）
〕
に
対
し
、
授
与
す

る
も
の
で
す
。

令
和
6
年
度
表
彰
奨
学
金
を
授
与
さ
れ

た
の
は
次
の
通
り
。

▽
学
業
成
績
優
秀
者〔
各
30
万
円
〕国
際
文

化
学
科
6
名
、経
営
学
科
6
名
、情
報
シ
ス

テ
ム
学
科
3
名

▽
課
外
活
動
功
労
者〔
1
件
5
万
円（
2
名

以
上
の
団
体
の
場
合
10
万
円
）〕個
人
5
名

〔
北
信
越
陸
上
競
技
大
会
3
位
入
賞 

等
〕、 

団
体
2
組（
10
名
）〔
新
潟
市
観
光
通
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア 

等
〕

（
経
営
学
科 

3
年
　
滝
澤 

明
梨
）

私
は
8
月
5
日
か
ら
9
日
ま
で

の
5
日
間
、
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
で
は
、
ホ
テ
ル
を
利
用
す
る

お
客
様
の
案
内
な
ど
の
ベ
ル
ス
タ

ッ
フ
業
務
を
行
い
ま
し
た
。
初
日

は
業
界
研
究
や
新
入
社
員
研
修
用

２
０
２
３
年
9
月

か
ら
1
年
間
、
本
学

を
離
れ
、
龍
谷
大
学

と
一
橋

大
学
に

研
究
員
と
し
て
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
研
究
に

の
ワ
ー
ク
を
中
心
に
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
受
け
、
2
日
目
か
ら
実
際
に
ロ

ビ
ー
に
立
っ
て
業
務
を
行
い
、
ホ

テ
ル
に
来
ら
れ
た
お
客
様
を
お
部

屋
ま
で
案
内
す
る
な
ど
、
内
容
の

濃
い
充
実
し
た
5
日
間
で
し
た
。

ベ
ル
ス
タ
ッ
フ
業
務
は
、
お
客

様
の
お
出
迎
え
か
ら
館
内
や
周
辺

施
設
の
ご
案
内
、
荷
物
の
運
搬
な

ど
幅
広
い
業
務
を
担
っ
て
い
ま

す
。
海
外
か
ら
の
お
客
様
に
は
英

語
を
使
う
こ
と
も
あ
り
、
学
内
で

の
学
び
の
成
果
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

専
心
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

こ
の
間
、
Ｅ
Ｕ
に
関
連
し
た
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、

日
本
や
ベ
ル
ギ
ー
の
欧
州
政
治

研
究
者
た
ち
と
、
共
同
研
究
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

欧
州
議
会
選
挙
前
後
の
二
週

間
ほ
ど
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
ベ
ル

ギ
ー
の
首
都
で
Ｅ
Ｕ
の
本
部
）

に
滞
在
し
、
調
査
し
た
際
に

は
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
注
目
さ
れ

た
農
家
の
ト
ラ
ク
タ
ー
抗
議
に

立
ち
会
え
た
。
抗
議
し
て
い
る

農
家
の
方
は
怖
く
な
ど
な
く
、

笑
顔
で
写
真
を
撮

っ
て
く
れ
た
。
ま

た
選
挙
ナ
イ
ト
と

「
お
客
様
に
フ

ァ
ン
に
な
っ
て

も
ら
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
何

年
も
利
用
さ
れ
て
い
る
お
客
様
か

ら
、
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
あ
た
た

か
さ
や
一
歩
踏
み
込
ん
だ

親
し
み
や
す
さ
か
ら
、
当

ホ
テ
ル
を
選
ん
で
い
る
と

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し

て
、
ホ
テ
ル
業
界
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
お
客

様
に
対
し
て
一
歩
踏
み
込
む
こ
と

の
大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
得
た
経
験
と
学
び

を
今
後
の
就
職
活
動
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
場
面
で
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

呼
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

で
き
た
。
欧
州
議
会
の
議
場
お

よ
び
周
辺
の
カ
フ
ェ
で
夜
通
し

開
票
結
果
を
待
ち

な
が
ら
（
ビ
ー
ル

や
ワ
イ
ン
を
飲
み

な
が
ら
！
）
多
く
の
人
々
が
こ

れ
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
思
い

を
寄
せ
て
い
る
空
間
は
、
な
ん

だ
か
ん
だ
問
題
だ
ら
け
で
は
あ

っ
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
こ
そ
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
を
生
み
出
し
た
地

で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
実
感

さ
せ
て
く
れ
た
。

こ
う
し
た
機
会
を
可
能
に
し

て
く
れ
た
教
職
員
の
方
々
に
、

心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
た

い
。

（
国
際
文
化
学
科

　
　
　
3
年
　
石
山 

美
野
里
）

（
国
際
文
化
学
科 

教
授

　
　
　
　
　
　
臼
井 

陽
一
郎
）

テレビ制作部のスタッフに
動画の編集を教わる滝澤さん

IIAI AAI 2023-Winterで発表する
佐々木桐子准教授（インドネシア・バリ）

ベルスタッフ業務を行う
石山さん

一
歩
踏
み
込
ん
だ
接
客
学
ぶ

欧
州
議
会
選
挙
の
調
査
に
参
加

組
織
プ
レ
イ
の
大
切
さ
実
感

研
究
と
人
の「
広
が
り
と
深
化
」

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟

学
外
実
習

B
S
N
新
潟
放
送

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
リ
ス
ク

Ｅ
Ｕ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

最優秀賞に張 展寧 さん（開志国際高 ３年）

本学教職員および審査員と
コンテスト参加者のみなさん

越智学長が
奨学金授与証書を
手渡しました。

県
高
校
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
奨
学
金
を
授
与

表
彰
奨
学
金
を
授
与

今
年
度
よ
り
創
設
さ
れ
た
本
学
独
自
の

奨
学
金
制
度
へ
の
申
し
込
み
が
終
了
し
、

【
家
族
入
学
奨
学
金（
入
学
金
相
当
額
を
給

付
）】に
は
12
名
、【
家
族
在
籍
支
援
奨
学
金

（
当
該
学
期
授
業
料
の
半
額
相
当
額
を
給

付
）】に
は
３
名
が
採
用
さ
れ
、
給
付
が
決

定
し
ま
し
た
。
本
学
で
は
、
今
後
も
多
様

な
学
生
支
援
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

独
自
奨
学
金
の
申
し
込
み
終
了

（
国
際
交
流
委
員
長
　
鈴
木 

佑
也
）

（
学
生
委
員
会
）

（
経
営
学
科 

准
教
授
　

　
　
　
　
　
佐
々
木 

桐
子
）

EUの欧州議会前での臼井陽一郎教授
（ベルギー・ブリュッセル）

在外研修報告
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 １）研究論文・図書
井堂　有子（国際文化学科・教授）
・（2024年6月）「『人間の安全保障』としての食糧問題――ウクライナ戦争と中東・アフリカ、
そしてガザの飢餓戦争」『季刊　農業と経済』2024年春号 英明企画編集株式会社（48～57頁）

木村　誠（経営学科・教授）
・（2024年9月）"Feature balance of scale and scope of data in AI platform firms" International 
System Dynamics Conference 2024 Proceedings, System Dynamics Society（1-28）

佐々木　桐子（経営学科・准教授）
・（2024年8月）"Risks of Supply Chain Disruption and Market Concentration: Constructing 
Conceptual Models of Transaction Structures in Supply Chain Networks" Methods and 
Applications for Modeling and Simulation of Complex Systems, Springer（285-298）

堀川　祐里（国際文化学科・准教授）
・（2024年3月）「社会民衆婦人同盟の分裂と女性指導者：赤松明子と赤松常子に注目して」法政
大学大原社会問題研究所/榎一江編著/法政大学大原社会問題研究所叢書『無産政党の命運 : 日
本の社会民主主義』法政大学出版局（109～140頁）

・（2024年3月）第18回女性史学賞授賞式「生理休暇にこだわった女子学生が戦時期日本の働く女
たちに出会う」『アジア・ジェンダー文化学研究』8号（59～69頁）

・（2024年8月）「戦時期における女性労働：女性たちの労務動員に対する態度の多様性」（招待
あり）『日本労働研究雑誌』独立行政法人労働政策研究・研修機構 770号（17～26頁）

 ２）学会・研究会・講演等
今井　裕紀（経営学科・講師）
・（2024年9月1日）「アンダーエンプロイメントと職務満足、離職意図、キャリア・コミットメン
トとの関係：ランダム切片交差遅延パネルモデルによる検証」産業・組織心理学会第39回大会

（文教大学・オンライン）
内田　亨（経営学科・教授）
・（2024年8月31日）「水産養殖事業によるサーモン市場の進展」日本システムデザイン学会第５
回研究大会（香川大学・オンライン）

・（2024年9月21日）Caroline Benton, Toru Uchida "A Preliminary Study of Emotional Contagion 
under Telework in Japan" 国際戦略経営研究学会2024年度年次大会（桜美林大学）

・（2024年9月21日）Remy Magnier-Watanabe, Toru Uchida "Antecedents of Emotional 
Contagion at Work in France" 国際戦略経営研究学会2024年度年次大会（桜美林大学）

木村　誠（経営学科・教授）
・（2024年8月26日）「SINDyアプローチによるデータ駆動型微分方程式の構造推定と同定」JSD
カンファレンス2024（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）

・（2024年8月26日）「プラットフォーム競争の動的分析によるマルチホーミング率回帰推定」
JSDカンファレンス2024（新潟国際情報大学・新潟中央キャンパス）

小林　伊織（国際文化学科・准教授）
・（2024年6月30日）"Global and/or Local: Taiwan's Journey Towards a Bilingual Nation" 日本
「アジア英語」学会第53回全国大会（金沢星稜大学）

小宮山　智志（経営学科・准教授）
・（2024年8月30日・31日）「コロナ禍前後における健康に関する検索　行動の都道府県別分析」
数理社会学会（東北大学）

佐々木　桐子（経営学科・准教授）
・（2024年8月23日）「離散系シミュレーションの交通課題解決への適用」日本経営システム学会
　経営ネットワーク研究部会（東北大学）

・（2024年9月17日～20日）"Risks of Supply Chain Disruption and Market Concentration: 
Constructing Conceptual Models of Transaction Structures in Supply Chain Networks" JSST 
2024 and AsiaSim 2024（兵庫県立大学）

教員の活動（本人申告による）
佐藤　泰子（国際文化学科・講師）
・（2024年3月18日）「言語学と観光学における実践」弥彦村教育委員会 令和5年度 第4回小中英語
指導連携会議（弥彦村役場）

・（2024年8月22日）"Boosting EFL Speaking Confidence and Proficiency with ChatGPT: 
Japanese  vs. Korean learners" Sato, Y., Kudaibergenov, M., & Konta, I. The 22nd International 
Conference for Media in Education (ICoME 2024), Meiji University, Nakano Campus. 

・（2024年8月23日）"Kyrgyzstan Unveiled:Perspectives, Peace, and Pathways to Understanding" 
Kudaibergenov, M., & Sato, Y.  The 22nd International Conference for Media in Education 
(ICoME 2024), Meiji University, Nakano Campus.　　　　　　　
鈴木　佑也（国際文化学科・准教授）
・（2024年6月28日）"Collective Living Projects in the Soviet Era: 'Kritovo' and the Architectural 
Group NER's Innovations in Architectural Form Mid- to Late-1960s" ICEESS 2024（ソウル・漢
陽大学）
近山　英輔（情報システム学科・教授）
・（2024年9月10日・11日）"Prototype of Point cloud-Captioning Model for Jomon Pottery" 
ESTCON 2024（ICSC 2024）Kota Kinabalu, Malaysia
藤瀬　武彦（経営学科・教授）
・（2024年8月31日）「一般男女大学生におけるフリーウエイト運動の1RM相対重量での最高反復
回数の性差及び種目差－ベンチプレス及びパラレルスクワットについて－」日本体育・スポー
ツ・健康学会第74回大会（福岡大学）
堀川　祐里（国際文化学科・准教授）
・（2024年8月9日）"Women Workers' Health Rights" The IFRWH（The International Federation 
for Research in Women's History）Tsuda University, Tokyo
山田　裕史（国際文化学科・教授）
・（2024年6月22日）「フン・セン体制下のカンボジアにおける政軍関係」日本比較政治学会第27

回大会（立命館大学）
・（2024年7月13日）「強化されるフン・セン体制――2023年カンボジア総選挙と世襲内閣の誕
生」第18回日本カンボジア研究会（名古屋大学・オンライン）

・（2024年8月23日）「カンボジア――民主主義を装う独裁」2024年度「にいがた市民大学」前期
講座「なぜ独裁体制は続くのか？」第4回（生涯学習センター・クロスパルにいがた）

 ３）競争的資金獲得研究
小宮山　智志（経営学科・准教授）
・（2024年8月より新規～2024年9月）新潟市湿地プロジェクト補助金（令和6年度前期分）「ビッ
グデータを用いた「佐潟」における取り組みの効果測定」研究代表

 ４）委員・社会的活動・記事・その他
小宮山　智志（経営学科・准教授）
・（2024年7月31日より新規～2026年3月31日）新潟市総合計画2030有識者会議（都市の活力向上部
会）部会長（新潟市役所）

・（2024年7月29日より新規～2024年12月31日）新・新潟市教育ビジョン策定に関する有識者会議
委員（新潟市ふるまち庁舎）

藤瀬　武彦（経営学科・教授）
・（2024年8月12日～14日）第46回北日本学生陸上競技対校選手権大会副会長（石川県西部緑地公園
陸上競技場）

藤本　直生（国際文化学科・准教授）
・（2024年8月23日）【身近にあるアンコンシャスバイアスを知る】3回連続講座の第2回目を担当
「ドラマや映画からみえる社会」（新潟市豊栄地区公民館）

私
は
8
月
26
日
か
ら
9
月
6
日

ま
で
の
2
週
間
、
株
式
会
社
新
潟

放
送
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
ま
し
た
。
新
潟
放
送
で

は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
コ
ン
テ
ン
ツ
部

を
は
じ
め
、
報
道
部
や
事
業
部
な

ど
、
10
日
間
で
7
つ
の
部
署
に
実

習
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

通
じ
て
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、

「
組
織
プ
レ

イ
」
の
重
要
性

で
す
。
最
初
に

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
は
、

「
誰
と
で
も
協
力
す
る
」
と
い
う

意
味
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

在
外
研
修
を
行
っ
た
仙
台
市

で
は
、
２
０
２
３
年
10
月
か
ら

客
員
研
究
員
を
し
て
い
る
東
北

工
業
大
学
の
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
‐
Ｂ
ｅ

ｉ
ｎ
ｇ
研
究
所
と
、
同
年
4
月

か
ら
在
籍
し
て
い
る
東
北
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
の
2
拠
点

で
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

研
究
の
内
容
は
、
身
近
に
存

在
す
る
滞
留
や
渋
滞
、
ま
た
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

途
絶
リ

ス
ク
に

対
し
、
現
象
を
構
造

化
（
モ
デ
ル
化
）
し

て
実
験
を
行
い
、
影

か
し
、
実
習

を
重
ね
る
中

で
、
こ
の
言
葉
が
単
な
る
共
同
作

業
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
各
部

署
や
社
員
の
仕
事
内
容
が
異
な
っ

て
い
て
も
、
企
業
全
体
と
し
て
共

通
の
目
的
を
持
つ
こ
と
が
「
組
織

プ
レ
イ
」
の
本
質
で
あ
る
と
気
づ

き
ま
し
た
。
新
潟
放
送
で
は
、
部

署
ご
と
に
仕
事
内
容
が
大
き
く
異

な
る
た
め
、
こ
の
意
識
が
特
に
重

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
普
段
何
気
な
く
触
れ
て

い
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
多
く
の

人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
現
場
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

響
の
広
が
り
に
つ

い
て
検
証
を
行
う

と
い
う
も
の
で
す

（
こ
の
研
究
成
果
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
国
際
大

会
で
発
表
し
ま
し
た
）
。

実
は
、
研
究
と
並
行
し
て
大

学
院
の
授
業
を
履
修
し
、
若
い

院
生
達
に
交
じ
っ
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
発
表
や
レ
ポ
ー
ト
を

必
死
に
こ
な
す
（
8
科
目
14
単

位
修
得
！
）
と
い
う
荒
行
も
し

て
い
ま
し
た
。

嫌
な
汗
も
恥
も
た
く
さ
ん
か

き
ま
し
た
が（
こ
の
歳
で
か
く

の
は
、な
か
な
か
つ
ら
い
！
）、

在
外
研
修
が
終
わ
っ
た
今
、
1

た
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
得
た
経
験
や

学
び
は
、
就
職
活
動
に
限

ら
ず
、
様
々
な
場
面
で
生
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
前
の
私
に
は
な
か
っ
た
研
究

と
人
の
「
広
が
り
と
深
化
」
を

感
じ
て
い
ま
す
。 

青
葉
山
の
中
の
広
大
な
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
も
が
き
苦
し
み
な

が
ら
も
思
う
存
分

研
究
で
き
た
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

本
学
主
催
の
「
新
潟
県
高
校
生
英

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
10
月

5
日
、
本
校
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス

で
紅
翔
祭
と
同
時
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
英
語
を
学
ぶ
若
者
が
世

界
の
異
文
化
や
諸
問
題
へ
の

関
心
を
高
め
、
英
語
学
習
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「M

y 
dream

 in life

」
。
県
内

の
高
校
3
校
か
ら
5
名
が
参

加
。テ

ー
マ
の
適
切
さ
、
発

音
、
表
情
、
質
問
の
理
解
度

な
ど
を
総
合
的
に
審
査
し
た

結
果
、
最
優
秀
賞
に
開
志
国

際
高
3
年
張
展
寧
さ
ん
、
優

秀
賞
に
同
高
2
年
伊
藤
愛
梨

さ
ん
、
北
越
高
3
年
八
幡
望

さ
ん
、
審
査
員
特
別
賞
に
第

一
学
院
高
2
年
高
橋
楓
さ
ん
、
開
志

国
際
高
2
年
楊
宗
澤
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

令
和
6
年
度
表
彰
奨
学
金
授
与
式
が
7

月
2
日
に
開
催
さ
れ
、
越
智
敏
夫
学
長
よ

り
奨
学
金
授
与
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
奨
学
金
は
、
学
業
成
績
優
秀
者

〔
前
年
度
の
学
業
成
績
が
各
学
年
・
各
学

科
に
お
い
て
特
に
優
秀
で
あ
る
者
〕
お
よ

び
課
外
活
動
功
労
者
〔
前
年
度
の
課
外
活

動
状
況
に
お
い
て
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た

者
（
個
人
、
団
体
）
〕
に
対
し
、
授
与
す

る
も
の
で
す
。

令
和
6
年
度
表
彰
奨
学
金
を
授
与
さ
れ

た
の
は
次
の
通
り
。

▽
学
業
成
績
優
秀
者〔
各
30
万
円
〕国
際
文

化
学
科
6
名
、経
営
学
科
6
名
、情
報
シ
ス

テ
ム
学
科
3
名

▽
課
外
活
動
功
労
者〔
1
件
5
万
円（
2
名

以
上
の
団
体
の
場
合
10
万
円
）〕個
人
5
名

〔
北
信
越
陸
上
競
技
大
会
3
位
入
賞 

等
〕、 

団
体
2
組（
10
名
）〔
新
潟
市
観
光
通
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア 

等
〕

（
経
営
学
科 

3
年
　
滝
澤 

明
梨
）

私
は
8
月
5
日
か
ら
9
日
ま
で

の
5
日
間
、
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
で
は
、
ホ
テ
ル
を
利
用
す
る

お
客
様
の
案
内
な
ど
の
ベ
ル
ス
タ

ッ
フ
業
務
を
行
い
ま
し
た
。
初
日

は
業
界
研
究
や
新
入
社
員
研
修
用

２
０
２
３
年
9
月

か
ら
1
年
間
、
本
学

を
離
れ
、
龍
谷
大
学

と
一
橋

大
学
に

研
究
員
と
し
て
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
研
究
に

の
ワ
ー
ク
を
中
心
に
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
受
け
、
2
日
目
か
ら
実
際
に
ロ

ビ
ー
に
立
っ
て
業
務
を
行
い
、
ホ

テ
ル
に
来
ら
れ
た
お
客
様
を
お
部

屋
ま
で
案
内
す
る
な
ど
、
内
容
の

濃
い
充
実
し
た
5
日
間
で
し
た
。

ベ
ル
ス
タ
ッ
フ
業
務
は
、
お
客

様
の
お
出
迎
え
か
ら
館
内
や
周
辺

施
設
の
ご
案
内
、
荷
物
の
運
搬
な

ど
幅
広
い
業
務
を
担
っ
て
い
ま

す
。
海
外
か
ら
の
お
客
様
に
は
英

語
を
使
う
こ
と
も
あ
り
、
学
内
で

の
学
び
の
成
果
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

専
心
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

こ
の
間
、
Ｅ
Ｕ
に
関
連
し
た
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、

日
本
や
ベ
ル
ギ
ー
の
欧
州
政
治

研
究
者
た
ち
と
、
共
同
研
究
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

欧
州
議
会
選
挙
前
後
の
二
週

間
ほ
ど
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
ベ
ル

ギ
ー
の
首
都
で
Ｅ
Ｕ
の
本
部
）

に
滞
在
し
、
調
査
し
た
際
に

は
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
注
目
さ
れ

た
農
家
の
ト
ラ
ク
タ
ー
抗
議
に

立
ち
会
え
た
。
抗
議
し
て
い
る

農
家
の
方
は
怖
く
な
ど
な
く
、

笑
顔
で
写
真
を
撮

っ
て
く
れ
た
。
ま

た
選
挙
ナ
イ
ト
と

「
お
客
様
に
フ

ァ
ン
に
な
っ
て

も
ら
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
何

年
も
利
用
さ
れ
て
い
る
お
客
様
か

ら
、
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
あ
た
た

か
さ
や
一
歩
踏
み
込
ん
だ

親
し
み
や
す
さ
か
ら
、
当

ホ
テ
ル
を
選
ん
で
い
る
と

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し

て
、
ホ
テ
ル
業
界
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
お
客

様
に
対
し
て
一
歩
踏
み
込
む
こ
と

の
大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
得
た
経
験
と
学
び

を
今
後
の
就
職
活
動
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
場
面
で
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

呼
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

で
き
た
。
欧
州
議
会
の
議
場
お

よ
び
周
辺
の
カ
フ
ェ
で
夜
通
し

開
票
結
果
を
待
ち

な
が
ら
（
ビ
ー
ル

や
ワ
イ
ン
を
飲
み

な
が
ら
！
）
多
く
の
人
々
が
こ

れ
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
思
い

を
寄
せ
て
い
る
空
間
は
、
な
ん

だ
か
ん
だ
問
題
だ
ら
け
で
は
あ

っ
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
こ
そ
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
を
生
み
出
し
た
地

で
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
実
感

さ
せ
て
く
れ
た
。

こ
う
し
た
機
会
を
可
能
に
し

て
く
れ
た
教
職
員
の
方
々
に
、

心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
た

い
。

（
国
際
文
化
学
科

　
　
　
3
年
　
石
山 

美
野
里
）

（
国
際
文
化
学
科 

教
授

　
　
　
　
　
　
臼
井 

陽
一
郎
）

テレビ制作部のスタッフに
動画の編集を教わる滝澤さん

IIAI AAI 2023-Winterで発表する
佐々木桐子准教授（インドネシア・バリ）

ベルスタッフ業務を行う
石山さん

一
歩
踏
み
込
ん
だ
接
客
学
ぶ

欧
州
議
会
選
挙
の
調
査
に
参
加

組
織
プ
レ
イ
の
大
切
さ
実
感

研
究
と
人
の「
広
が
り
と
深
化
」

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟

学
外
実
習

B
S
N
新
潟
放
送

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
リ
ス
ク

Ｅ
Ｕ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

最優秀賞に張 展寧 さん（開志国際高 ３年）

本学教職員および審査員と
コンテスト参加者のみなさん

越智学長が
奨学金授与証書を
手渡しました。

県
高
校
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
奨
学
金
を
授
与

表
彰
奨
学
金
を
授
与

今
年
度
よ
り
創
設
さ
れ
た
本
学
独
自
の

奨
学
金
制
度
へ
の
申
し
込
み
が
終
了
し
、

【
家
族
入
学
奨
学
金（
入
学
金
相
当
額
を
給

付
）】に
は
12
名
、【
家
族
在
籍
支
援
奨
学
金

（
当
該
学
期
授
業
料
の
半
額
相
当
額
を
給

付
）】に
は
３
名
が
採
用
さ
れ
、
給
付
が
決

定
し
ま
し
た
。
本
学
で
は
、
今
後
も
多
様

な
学
生
支
援
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

独
自
奨
学
金
の
申
し
込
み
終
了

（
国
際
交
流
委
員
長
　
鈴
木 

佑
也
）

（
学
生
委
員
会
）

（
経
営
学
科 

准
教
授
　

　
　
　
　
　
佐
々
木 

桐
子
）

EUの欧州議会前での臼井陽一郎教授
（ベルギー・ブリュッセル）

在外研修報告



国際 情報
［本校］〒950-2292 新潟市西区みずき野3-1-1

tel. 025-239-3111  fax. 025-239-3690
［新潟中央キャンパス］〒951-8068 新潟市中央区上大川前通7-1169

tel. 025-227-7111  fax. 025-227-7117
https://www.nuis.ac.jp somu@nuis.ac.jp 令和6年11月 発行学 報

Vol.104

X（旧 Twitter）
@nuis_nabbitInstagram

Facebookページ
https://www.facebook.
com/nuis.face

NUISホームページ
https://www.nuis.ac.jp
（スマートフォン対応）

YouTube
公式
チャンネル

新潟国際情報大学 学報　国際・情報　令和6年11月発行　2024年度 No.3新潟国際情報大学 学報　国際・情報　令和6年11月発行　2024年度 No.3

C O N T E N T S

私
は
8
月
19
日
か
ら
9
月
1
日
ま
で
の
約
2
週

間
、
国
際
学
部
海
外
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
、

カ
レ
ー
の
炊
き

出
し
、
貧
困
世

帯
へ
の
訪
問
と

寄
付
、
イ
ン
タ

ー
ン
生
と
し
て

小
学
校
で
の
英
語
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

私
は
高
校
生
の
と
き
に
国
際
協
力
に
興
味
を
持

ち
、
途
上
国
の
貧
困
の
現
状
を
自
身
の
目
で
見
て

肌
で
感
じ
た
い
気
持
ち
が
あ
り
、
今
回
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

ど
の
活
動
に
も
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
小

学
校
で
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
た
時
間
は
特
に
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
小
学
校
に
着
く
と
、
子
ど
も
た

ち
は
目
を
き
ら
き
ら
さ
せ
て
、
「
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
」
を
も
じ
っ
た
「
チ
ャ
ー
！
」
と
言
い
な
が
ら

駆
け
寄
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
は
ご
み
を
ご
み
箱
に
捨
て
る
と

い
う
考
え
が
根
付
い
て
い
な
い
た
め
、
私
は
学
校

に
来
た
ら
ま
ず
校
庭
の
ご
み
を
拾
う
作
業
か
ら
始

め
ま
し
た
。
ご
み
袋
を
持
っ
て
校
庭
を
歩
い
て
い

る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
ご
み
を
拾
っ
て
持
っ
て
き

て
、
気
づ
い
た
ら
十
数
人
で
ご
み
拾
い
を
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
思
い
返
し
て
も
、
本

当
に
か
け
が
え
の
な
い
時
間
で
し
た
。

英
語
の
授
業
で
は
、

簡
単
な
英
語
と
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
公
用
語
で
あ
る

ク
メ
ー
ル
語
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
授
業
案
を
作

り
ま
し
た
。
念
入
り
に
授
業
の
打
ち
合
せ
を
し
て

も
、
子
ど
も
た
ち
が
家
の
手
伝
い
や
き
ょ
う
だ
い

の
世
話
な
ど
で
学
校
に
来
る
こ
と
が
で
き
ず
、
人

数
が
集
ま
ら
な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
現
地

で
の
生
活
体
験
を
通
し
て
、
幸
せ
と
は
な
に
か
、

現
地
の
人
た
ち
が
必
要
と
し
て
い
る
支
援
と
は
な

に
か
を
考
え
る
機
会
を
、
幾
度
と
な
く
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
人
生
の
財
産
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
経
験
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
秋
か
ら
半
年
間
、
台
湾
の
銘
伝
大
学
よ
り
１

名
の
交
換
留
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。
留
学
生
の
チ

ョ
ウ
さ
ん
に
新
潟
で
の
勉
学
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
な
ど
、
留
学
中
の
感
想
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
銘
伝
大
学
は
台
北
を
は
じ
め
、
台
湾
国
内
に

4
つ
と
ア
メ

リ
カ
に
1
つ

の
キ
ャ
ン
パ

ス
を
も
ち
、１
８
，０
０
０
人
近
く
の
学
生
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。
本
学
と
は
２
０
１
８
年
度
に
交
換

留
学
協
定
を
締
結
し
て
以
来
、
交
換
留
学
生
の
派

遣
・
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
、
新
し
い
環
境
で
一
人
で
生
活
す

る
の
は
挑
戦
で
す
。
誰
も
知
ら
な
い
状
況
で
、
日

本
で
生
活
す
る
こ
と
が
不
安
で
、
緊
張
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
新
鮮
感
も
感
じ
ら
れ

ま
す
。
新
潟
に
留
学
す
る
理
由
は
冬
の
雪
景
色
に

憧
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

雪
を
見
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
ず
っ
と
雪
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ

に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
生

活
は
ま
だ
1
カ
月
も
た
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
学

の
み
ん
な
が
と
て
も
親
切
で
、
私
に
日
本
語
を
勉

強
し
続
け
る
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
み
ん
な
と
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

本
学
の
Ａ
Ｉ
利
活
用

の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
リ
テ
ラ
シ
ー
レ

ベ
ル
」
「
応
用
基
礎
レ

ベ
ル
」
が
、
政

府
の
戦
略
目
標

に
沿
っ
た
令
和

6
年
度
文
部
科

学
省
「
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム

認
定
制
度
（
Ｍ

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
」

に
お
い
て
、
リ

テ
ラ
シ
ー
レ
ベ

ル
と
応
用
基
礎

レ
ベ
ル
の
両
方

で
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

本
学
「
リ
テ

ラ
シ
ー
レ
ベ

ル
」
で
は
国
際

学
部
の
学
生
と
経
営
情

報
学
部
の
全
学
生
が
Ａ

Ｉ
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
教
養
と
活
用
ス
キ

ル
を
修
得
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
「
応
用
基

礎
レ
ベ
ル
」
で

は
経
営
情
報
学

部
生
が
デ
ー
タ

分
析
や
Ａ
Ｉ
技

術
の
応
用
ス
キ

ル
を
さ
ら
に
深

化
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
ま

す
。本

学
は
こ
の

認
定
を
通
じ

て
、
日
本
の
近

未
来
に
お
け
る

超
ス
マ
ー
ト
社

会
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
5
．0
）

に
求
め
ら
れ
る

数
理
・
情
報
学

的
思
考
力
と
倫

理
的
視
点
を
持
っ
た
Ａ

Ｉ
活
用
能
力
を
教
養
知

識
と
し
て
持
つ
„
教
育

さ
れ
た
“
人
材
を
輩
出

し
、
社
会
に
大
き
く
貢

献
し
ま
す
。
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
修
了
者
は
文

部
科
学
大
臣
認
定
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
修
了
証
明
を

得
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

め
い 

で
ん

雪
景
色
に
あ
こ
が
れ
新
潟
へ

（左） 留学生の学生生活をサポートする留学生アドバイザーの
国際文化学科 3年 石黒 彩乃さん

（右） 留学生のチョウ　サイケンさん

（
国
際
文
化
学
科 

4
年
　
石
田 

聖
葵
）

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

　   

教
授
　
近
山 

英
輔
）

文科省の「MDASH」認定決まる
応用スキルのさらなる深化目指す

Ａ
Ｉ
利
活
用
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

カンボジアの生徒に英語の授業を行う
石田聖葵さん

「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」と
迎
え
て
く
れ
た
こ
ど
も
た
ち

小
学
校
で
英
語
授
業
を
体
験

❖
　
❖
　
❖
　
❖
　
❖
　
❖
　
❖
　
❖

交
換
留
学
生
の
ひ
と
言
銘
伝
大
学（
台
湾
）　
張
　
采
萱
さ
ん

チ
ョ
ウ　

     
サ
イ  

ケ
ン

海
外
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動

2面
学外実習・インターンシップ
新潟県高校生英語スピーチコンテスト

2・3面
教員の活動

3面
在外研修報告
表彰奨学金授与式
独自奨学金の申し込み終了

4面
海外実習プログラム
　　カンボジアでボランティア活動
交換留学生のひと言

AI利活用教育プログラム
　　文科省の「MDASH」
　　　　認定決まる

　個性の違う一人一人が楽しみ、輝く日に
しようという意から「燦燦(さんさん)」を
テーマに実施しました。今回は模擬店が昨
年より大幅に増加したほか、芸能人のお笑
いライブや講演会にも多くの方にご参加い
ただきました。来場者数は昨年のおよそ1.5
倍の2300名となり、にぎやかな雰囲気の
中で無事に大学祭を終えることができまし
た。大学祭を成功に導いた経験を、今後の
学生生活に生かしていきたいと思います。

第31回 　　紅翔祭 10月5・6日　

紅翔祭実行委員長
情報システム学科 3年　中山 永遠

2024
紅翔祭

文化講演会

屋内イベント

体育館ステージ ビンゴ大会

屋外ステージ
模擬店

◆今号から、より多くの人が見やすく、読みやすくなるように、ユニバーサルデザインフォントを使用しています。
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